
本願寺の石上智康総長から、新型コロナ

ウイルス感染症に関する「念仏者」とし

ての声明が出されました。裏面をどうぞ。

住 5月17日の日曜
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礼拝では降誕会もお
らいはい ごうたん え

勤めしました。聖人が生きられた平安～

鎌倉期は戦や災害､疫病も頻発しました。

この頃浄土教も盛んになり､人々が助け

うために各地に自治組織ができました。

また蓮如上人の室町時代にも疫病が流行

りましたが､念仏者は加持祈祷で治すの

でなく薬を作りました。これが富山の薬

売りです。坊 先人はみ教えから色々な

知恵を出して､苦難を乗り越えてこられ

たのですね。さて今年は竹の子聴聞を中

止しましたが､沢山の竹の子をいただき

有り難うございました。今は田植えが盛

んです。お念仏に中止はありません。益々

盛んに南無阿弥陀仏を称えましょう。謝々。

喚 鐘の撞木-焼中博様。
かんしょう しゅもく

仏壮—岩田琢磨様。
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日曜礼拝につき下記の月参りを変更す
にちようらいはい か き つきまい へんこう

ることがあります。日曜礼拝は毎週
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月 日 曜 時 間 行 事 講 師

６ １４ 日 昼１時 仏教壮年会法座 悼法要） 河野修興師

７ ４ 土 昼１時、夜８時 悼法要) 加計正覚寺 清胤弘英師

７ 金 昼１時、夜８時 座 住職

８
８ 土

夜６時 成人式 己斐善法寺 前田純代師

夜７時１０分 盆踊り
(雨天の場合翌9日に変更)
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裏山の草刈りをしてもらいまいた 5/17

■本願寺ホームページ

http://www.hongwanji.or.jp/

■広島別院 安芸教区ホームページ
https://www.aki.or.jp/

広島都市学園大学学長
呼吸器専門内科医

中
止
し
ま
す

新型コロナウイルス感染症に関する
「念仏者」としての声明 住職と坊守
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御報謝御礼
ごほうしゃおんれい

盆
・
初
盆
法
座

中止します

本堂の消毒液

自粛中、お家でキャンプをするスカウト

焼中博様が手作りされた
喚鐘(かんしょう)の撞木(しゅもく)

本堂の屋根を直してもらいました。
(有)西川瓦店 飯室3047 ☎835-0615

咲谷家 釋永覚(敏子)様納骨 3/15
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新型コロナウイルス感染症に関する「念仏者」としての声明

現在、新型コロナウイルス感染症は世界中に拡がり、収束する気配を見せていません。日本

でも緊急事態宣言が発令されるなど、状況は新たな段階に入っています。

まず、このたびの新型コロナウイルス感染症によりお亡くなりになられた国内外の多くの方々

に謹んで哀悼の意を表しますとともに、罹患されている皆さまに心よりお見舞い申しあげます。

さらに、特に高い感染リスクにさらされながらも、懸命に治療・対策にあたられている医師、

看護師をはじめとする医療従事者の方々に深く敬意と感謝を表します。

こうした危機的な状況において、世界中の人びとが共に力を合わせ、励まし合って対応して

います。しかし、症状が出ないために感染に気づいていない人の行動が、感染拡大の一因となっ

ている場合もあるのではないかとも指摘されています。感染症の危険性や対処法を正しく理解

し、実行するとともに、差別や偏見が拡がらないよう、一人ひとりがお互いを思いやり、注意

深く行動していきたいと願っております。

釈尊(しゃくそん)が明らかにされた苦しみの根源である無明煩悩(むみょうぼんのう)、また

親鸞聖人(しんらんしょうにん)が「煩悩具足(ぼんのうぐそく)の凡夫(ぼんぶ)」という言葉で

お示しになった私たち人間の根本に潜む自己中心性に思いをいたし、このような時にこそ、人

と喜びや悲しみを分かち合う生き方が大切ではないでしょうか。仏教には、「あらゆるものは

因縁(いんねん)によりつながり合って存在しており、固定した実体はない」という「縁起(え

んぎ)」の思想があります。新型コロナウイルスの感染拡大の原因は人との接触であるとされ、

本来大切な人との「つながり」が、今は安心感ではなく、不安をもたらすものとなってしまっ

ています。しかし、「つながり」を表面的に捉え、危険なものと否定的に考えてはなりません。

世界的な感染大流行という危機に直面する今だからこそ、私たちは仏教が説く「つながり」の

本来的な意味とその大切さに気づいていく必要があります。

今重要なことは、仏智(ぶっち)に教え導かれ、仏さまの大きな慈悲(じひ)のはたらきの中、

共に協力し合って生きる大切さをあらためて認識し、感染拡大をくい止めることです。緊急事

態宣言がコロナ危機を克服してくれるのではありません。この困難を打開できるか否かは、多

くの関係者のご尽力とともに、私たち一人ひとりの徹底した適切な行動にかかっています。

私という存在は、世界の人びととの「つながり」の中で生きているからこそ、やがて、共に

この苦難を乗り越えた時、世界中の人びとと喜びを分かち合えることでしょう。それぞれの立

場において、この難局で法灯(ほうとう)や伝統を絶やさないために何ができるかを考え、「そ

のまま救いとる」とはたらいてくださるお念仏の心をいよいよいただき、共々に支え合い、力

を合わせるのです。誰もが安心して生活できる社会を取りもどすことができるよう、精いっぱ

いのつとめを果たしてまいりましょう。

2020(令和2)年4月14日

浄土真宗本願寺派総長 石上 智康


